
 

１ 施策の概要 

目指す

もの 

確かな学力、豊かな心、健やかな体をバランスよくはぐくみ、子どもたちが

自らの考えを的確に表現しながら多くの人々と協働する力を身に付けるととも

に、一人一人が夢や希望を持って粘り強く挑戦し、未来を切り拓いていける力

を身に付ける教育を実現する。 

施策の

展開 

方向 

１ 確かな学力の育成 

２ 教職員の資質・能力の向上 

３ 学びにおけるＩＣＴの活用 

４ グローバル社会に対応した教育の推進 

５ 持続可能な社会を構築する教育の推進 

６ 夢や希望をかなえるキャリア教育の推進 

７ 豊かな人間性や社会性の基礎をはぐくむ幼児教育の充実 

８ 豊かな心、倫理観、規範意識などをはぐくむ教育の推進 

９ 健康でたくましい心身をはぐくむ教育の充実 

10 家庭や地域と連携した魅力と活力ある学校づくりの推進 

 

２ 基本方針Ⅰの総合評価 

基本方針Ⅰ 一人一人の個性や能力を伸ばす教育の推進 総合評価：Ｃ 

(１) 現状・実績 

・ 確かな学力の育成について、義務教育段階では「全国学力・学習状況調査における 

平均正答率の本県と全国の差」及び「「授業が分かる」児童生徒の割合」が、いずれ 

も小・中学校ともに基準値を下回り、目標値に達しなかった。 

 高等学校段階において、「進路実現に学校は役に立っている」と感じている生徒の 

割合は、目標値に届かなかったものの、一定の水準を維持している。これは、県とし 

て「高校生スタートアップ支援事業」や「理数トップセミナー」等の学習習慣の形 

成や学力の向上につながる取組を行ってきた成果であると考えられる。 

 

・ 教職員の資質・能力の向上について、採用選考検査の複数回実施、大学３年時特別

選考の実施、教員採用セミナーやガイダンスを実施したが、採用選考検査の受検者数

は前年度よりも減少した。 

 教職員の指導力向上のための研修については、精選・重点化を進め、ＩＣＴ教育、

生徒指導、キャリア教育等の分野で県の教育課題に対応した研修を実施し、オンライ

ンやオンデマンドを効果的に取り入れることで研修内容の充実を図った。 

 

・ 学びにおけるＩＣＴの活用について、県において教員向けＩＣＴ活用研修を継続

的に実施するとともに、新たに生成ＡＩ活用研修を実施したことにより、教員のＩＣ

Ｔ活用に対する理解や実践力の向上が図られた。 

 また、市町村教育委員会の担当者による授業参観や、教職員との意見交換を実施す

るなど、活用推進や好事例の共有に向けた情報提供・意見交換の機会を設定した。ま

た、各市町村においては、それぞれが策定した「１人１台端末の利活用に係る計画」

に基づき、教育委員会の指導の下、各校における活用が着実に進んでいるものと考え

られる。 

 遠隔教育においては、令和８年度の遠隔教育配信センター開設に向けた環境整備

を進めた。毎月のオンライン研修会の開催、授業構成や学習ツールの活用方法の共

有、公開授業の実施等の取組により、令和７年度の遠隔授業実施科目数が 23 科目と

◆基本方針Ⅰに関する総合評価 



なった（令和５年度 16 科目、令和６年度 20 科目）。学校現場における遠隔教育の運

用体制の整備・成熟が進み、今後の配信センター運用に向けた基盤形成が順調に進展

している。 

 

・ グローバル社会に対応した教育の推進については、生徒のより実践的な英語によ 

るコミュニケーション能力の向上を目指して、高等学校において、「英語発信力育成 

研究事業」及び「ＡＩの活用による英語教育強化事業」を実施した。 

 

・ 夢や希望をかなえるキャリア教育の推進について、多様な進路希望や学習ニーズ

を持つ生徒に対する丁寧な進路指導や、地域・産業界と連携した教育活動、地域課題

を自分事として捉え、主体的に行動できる人材を育成するアントレプレナーシップ

教育を推進したことにより、「進路実現に学校は役に立っている」と感じている生徒

の割合は過去最高となり、目標値を概ね達成した。 

 

・ 豊かな人間性や社会性の基礎をはぐくむ幼児教育の充実について、市町村や学校、

園への訪問支援、オンライン講座による研修機会の提供等の取組を進めてきたこと

で、スタートカリキュラム※編成における小学校と保育所、幼稚園等が連携する事例

が増加してきた。 

※ スタートカリキュラム：小学校へ入学した子どもが、幼稚園等の遊びや生活を通した学びと

育ちを基礎として、主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を創り出していくためのカリキ

ュラム 

 

・ 家庭や地域と連携した魅力と活力ある学校づくりの推進について、義務教育段階

では、県として管理職等対象研修会（地域と学校の協働・連携に係る研修会）等の取

組を行っており、各学校では、家庭や地域と連携・協働した取組や地域の特色を生か

した取組が実施されつつある。 

高等学校段階においては、特色ある学科・コース等に対する、継続的な活動支援 

等により、地域と連携した教育活動が展開されている。 

 

(２) 課題・今後の方向性 

・ 確かな学力の育成について、義務教育段階においては「全国学力・学習状況調査」

の平均正答率が、近年、全国平均を下回る状況が続いていることに加え、児童生徒の

家庭学習に取り組む時間の割合が減少傾向にあることが課題である。授業改善の推

進を図るための教材と併せて、児童生徒の学力の定着状況や教員の学習指導の取組

効果を評価するための問題を作成・配信し、定期的に検証することで、その後の改善

につなげる。 

また、全県的に児童生徒の学力の向上及び家庭学習の充実・習慣化を図るため、市

町村教育委員会と学力向上対策に関する協議会を設け、一体となって課題解決に取

り組む。 

 高等学校段階においては、家庭における学習習慣の定着に課題があると考えてお

り、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善をより一層推進し、生徒

の学習意欲の向上と知的探究心の涵養につなげていく。  

 

・ 教職員の資質・能力の向上について、教員採用選考検査受検倍率の増加と教員の未

配置の解消に向けて、教員の魅力ややりがいを伝える広報活動を強化するとともに、

教員の働き方改革を更に進め、受検者の増加を図り、正規教員と講師候補者を確保し

ていく。 

 また、教員研修については、時勢に適した教育課題を取り入れつつ、精選・重点化

を進め、大学等外部機関と連携した研修を実施するなど、より質の高い研修を提供し

ていく必要がある。 



 

・ 学びにおけるＩＣＴの活用について、教職員や学校間でＩＣＴ活用指導力に差が

あることが課題である。引き続き、実践的な研修や好事例の共有など、教職員への支

援を継続する必要がある。 

 遠隔教育について、学校間での取組状況に差があることから、遠隔授業の実践に必

要な通信環境の構築や教室配置等を進めるとともに、教員一人一人への意義の理解

の促進と、授業改善や生徒への学習支援に資する研修のさらなる充実を図る。 

・ グローバル教育については、英語における「話す（やり取り）」「話す（発表）」「書

く」「聞く」「読む」の４技能５領域をバランスよく育成するため、授業改善を推進す

るとともに、世界とつながる高校生海外研修事業等を通じて、国際理解教育の一層の

充実を図る。 

・ 夢や希望をかなえるキャリア教育の推進について、高等学校においては生徒の進

路希望を達成するため、生徒一人一人の進路目標や学習ニーズに対応したきめ細か

な指導を継続していく必要がある。 

  変化が激しく、予測困難な時代において、個人が自身のキャリアを主体的に設計

し、柔軟に対応できる能力を身につけるため、アントレプレナーシップ教育の視点を

加えたキャリア教育を推進していく。 

 

・ 豊かな人間性や社会性の基礎をはぐくむ幼児教育の充実について、スタートカリ

キュラムの編成を含めた「幼保小の架け橋プログラム」に対する市町村や学校の理解

が不十分であることや、プログラム推進に向けて市町村の体制が整っていないこと

が課題である。 

市町村、学校、園への訪問研修支援や市町村の架け橋期のコーディネーターの養成

等を通して幼保小の架け橋プログラムを推進し、幼児教育と小学校教育の円滑な接

続を目指す。 

 

・ 家庭や地域と連携した魅力と活力ある学校づくりの推進について、義務教育段階 

では、家庭や地域と連携・協働した取組や地域の特色を生かした取組が一部の学年 

にとどまり、学校全体での取組に広がっていないことが課題である。 

引き続き、学校と地域の連携・協働体制の構築に向けて、地域とともに歩む学校づ 

くりを支援していく。 

 高等学校では学校の小規模化が進む中にあっても、多様な他者とかかわる学習機

会を確保するため、地域と連携した探究的な学びを推進するなど、各学校の状況を踏

まえた魅力と活力ある学校づくりを進め、各高校の取組が生徒一人一人の進路実現

に着実に結びつくように取り組んでいく。 

 今後は、令和７年３月に公表した「県立高校の将来構想」に基づき、少子化が進行

する中にあっても、生徒や保護者から選ばれる学校づくりを進めるとともに、「Ｎ-

Ｅ.Ｘ.Ｔ.ハイスクール構想」に係る国の事業等を最大限に活用しながら教育の質の

維持・向上を図っていく。 

 

（３）総合評価 

 定量評価の評点の平均値は、3.5 となった。 

 ＩＣＴ活用指導力の向上や遠隔教育の環境整備、キャリア教育の充実、幼保小の接

続の推進、地域と連携した教育活動の展開など、各分野において取組の進展が見られ

た。一方で、学力向上に関する指標が目標に達していないことや、教員採用を取り巻

く状況が依然として厳しいことなど、本県教育の基盤に関わる課題が継続している。

総じて施策は着実に推進されているものの、重点課題において十分な成果が認めら

れなかった。 

基本方針Ⅰ全体の総合評価はＣとする。 



 
１ 確かな学力の育成 

（１）義務教育段階での取組 

指標名 「授業が分かる」児童生徒の割合（小・中学校） 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ７)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／Ｂ％ 
評点 

84.0% 79.9% 85.4% 93.6% ４ 

【指標の分析】 

基準値を下回り、目標値に達しなかった。 

 数値が下がった理由として、教員の授業づくりを支援するための教材（にいがた学びチ

ャレンジ教材）を作成・配信し、授業改善や授業力向上の取組を行ってきたが、教材活用

が徹底されなかったため、その効果が十分に発揮されなかったことが考えられる。 

今後は、教材と併せて児童生徒の学力の定着状況や教員の学習指導の取組効果を評価す

るための問題を作成・配信し、その活用を促すとともに、振り返りを通して児童生徒が自

己の成長を実感し、見通しをもって学習に取り組めるようにする必要がある。また、児童

生徒が学習に取り組む意欲や達成感を得られるよう、より一層「学ぶ楽しさ」や「分かる

喜び」を実感できる授業づくりを進めていく必要がある。 

指標名 全国学力・学習状況調査における平均正答率の本県と全国との差(小・中学校) 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ７)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／Ｂ％ 
評点 

小学校 －２ 

中学校 －１ 

小学校 －３ 

中学校 －２ 

小学校＋６ 

中学校＋５ 

小学校０％※ 

中学校０％※ 

※実績値がマイナス値の 

ため達成率を０％とした。 

１ 

１ 

【指標の分析】 

小・中学校ともに基準値を下回り、目標値に達しなかった。 

理由の一つとして、県では「にいがた学びチャレンジ」による“分かる授業づくり”に

取り組んできたものの十分な効果が得られず、小・中学校ともに各教科において割合が大

きくなった下位層の児童生徒に対する学習支援に偏重したため、上位層の児童生徒の学び

を十分に支援することが困難となり、上位層の学びが停滞していることが考えられる。 

従来の一斉指導だけでは多様な学習ニーズに十分応えられない状況であることから、デ

ジタル学習基盤をさらに有効に活用するなどし、個別最適な学びを一層充実させる必要が

ある。 

 

  

➤基本方針Ⅰに関する指標の進捗状況 



（２）高等学校教育段階での取組 

指標名 「進路実現に学校は役に立っている」と感じている生徒の割合 

（高校：全日制・定時制２年生、中等教育学校：５年生） 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ７)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／Ｂ％ 
評点 

71.4% 73.5% 76.0% 96.7% ４ 

【指標の分析】 

指標は、基準値からは増加したものの、目標値には達しなかった。 

「高校生スタートアップ支援事業」や「理数トップセミナー」等の学習習慣の形成や学

力の向上につながる取組を行い、当県の大学等進学率は８年連続で上昇するなど一定の成

果が見られる。ただ、全国との差が縮まらないなどの課題がある。 

また、令和８年度の医学科進学者数は既卒者もあわせて、昨年度と比べ２人増加し、86

人となった。 

進路指導に関する取組の工夫を学校間で共有し、ノウハウを普及するなど、生徒の進路

実現に向けた各学校の進路指導を一層充実させるための支援を行う必要がある。 

 

２ 教職員の資質・能力の向上 

指標名 研修で学んだことを活用した・活用する予定であると答えた教員の割合 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ７)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／Ｂ％ 
評点 

99.2% 99.1% 100% 99.1% ４ 

【指標の分析】 

 目標値には達しなかったものの、引き続き高い数値となっている。 

教員の指導力向上を図るため、教職員研修の精選・重点化を進めた。 

また、教科教育専門監 29 人を 14 市町に配置し、７市町村に指導主事を 65 回派遣する

など、学校訪問による研修も実施した。各学校・教員の指導力向上に向けた支援が教員一

人ひとりの授業に対する意識改革につながり、目標値を概ね達成したと考えられる。 

 

  



３ 学びにおけるＩＣＴの活用 

指標名 教員のＩＣＴ活用指導力の「授業中に活用して指導できる」割合 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ６)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／Ｂ％ 
評点 

66.8% 80.5% 100% 80.5% ３ 

【指標の分析】 

基準値を上回ったものの、目標値には達しなかった。 

理由として、生成ＡＩ等をはじめとした技術革新が進んでおり、教員に求められる能力

の水準も同時に高まっていることが考えられる。 

教員向けＩＣＴ活用研修の継続的な実施や、新たに生成ＡＩ活用研修を実施したこと等

により、教員のＩＣＴ活用に対する理解や実践力の向上が一定程度進み、特に、授業にお

いて教育用クラウドサービス等を活用した実践が定着しつつあることが、指標改善につな

がっている。 

一方で、教員のＩＣＴ活用経験や技能、研修機会等の違いにより教員間や学校間で活用

に差が見られるほか、日々進歩する技術への対応などに課題が残っていることから、今後

も実践的な研修や好事例を共有していくことで、指導力の更なる向上を図る必要がある。 

指標名 ＩＣＴを活用した授業が、学習意欲の向上につながっていると考える生徒の割合

（高校） 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ７)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／Ｂ％ 
評点 

83.2% 88.8% 95% 93.5% ４ 

【指標の分析】 

基準値を上回ったものの、目標値には達しなかった。 

教員向けＩＣＴ活用研修等の実施により、ＩＣＴを効果的に活用した協働的な学びが充

実し、生徒が主体的に学習に関わる機会が増えたことが、学習意欲の向上につながり、指

標が改善傾向にあると考えられる。 

今後も生徒の実態に応じたＩＣＴ活用の質的向上等を通じて、学習意欲の一層の向上を

図る必要がある。 

 

  



４ グローバル社会に対応した教育の推進 

指標名 授業中の英語の使用率 

①生徒の英語による言語活動が半分以上を占める授業を行っている学校の割合 

②授業において、発話の半分以上を英語で行っている学校の割合 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／Ｂ％ 
評点 

中学校 

①69.3% 

②68.8% 

（Ｒ５） 

①64.9% 

②54.6% 

 

①92% 

②82% 

 

①70.5% 

②66.6% 

 

２ 

１ 

高校 

①40.9% 

②40.9% 

（Ｒ６） 

①47.4% 

②33.1% 

 

①82% 

②77% 

 

①57.8% 

②43.0% 

 

１ 

１ 

【指標の分析】 

中学校においては、令和５年度実績値は基準値を下回り、目標値にも達しなかった。 

中学校を対象に英語科主任研修や指導主事等の学校訪問を実施し、生徒の英語学習に対

する興味・関心の向上を図った。 

高校においては、令和５年度と比較して、生徒の英語による言語活動や授業における英

語による発話に係る値が、それぞれ 1.6％、4.3％向上した。しかし、いずれも目標値には

達していない。 

「話す（やり取り）」「話す（発表）」「書く」「聞く」「読む」の４技能５領域をバランス

よく習得させるため、教員研修等を通じて授業改善を促し、ＡＩ等のＩＣＴの効果的な活

用により言語活動をさらに充実させ、生徒の理解度に応じた教員の英語による発話を増加

させる必要がある。 

 

５ 持続可能な社会を構築する教育の推進 

指標名 環境教育全体計画を作成し、実践を進めた小・中学校の割合 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ７)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／Ｂ％ 
評点 

80.3% 81.5% 93% 87.6% ３ 

【指標の分析】 

基準値を上回ったものの、目標値に達しなかった。 

小・中学校において、「環境教育全体計画」の作成率は 93.7％であり、高水準となって

いるが、「環境保全活動の実践」に関しては、「にいがたゼロチャレ 30」や「脱炭素ポータ

ルサイト」に関する授業活用取組例の紹介等を行ったものの、小学校の割合が低下した。 

計画を授業実践につなげていくことが必要である。 

今後は、環境教育の必要性について、県環境局や地区理科教育センターなどの関係機関

と連携しながら啓発活動の強化に努めることにより、児童生徒が環境への関心と知識を高

め、環境保全に配慮した行動力と思考力・判断力を身に付け、持続可能な社会の実現に向

けた態度を育成していく。 

 

 

 



６ 夢や希望をかなえるキャリア教育の推進 

指標名 「進路実現に学校は役に立っている」と感じている生徒の割合 

（高校：全日制・定時制２年生、中等教育学校：５年生）【再掲】 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ７)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／Ｂ％ 
評点 

71.4% 73.5% 76% 96.7％ ４ 

【指標の分析】 

目標値には達しなかったものの、基準値よりは改善できているため、高等学校等におけ

るインターンシップやデュアルシステム等の地域・産業界と連携した教育活動の実施及び

教員研修、講師派遣、モデル校の支援等による、各学校でのアントレプレナーシップ教育

の推進が一定の効果をもたらしたと考えられる。 

 

７ 豊かな人間性や社会性の基礎をはぐくむ幼児教育の充実 

指標名 スタートカリキュラムの編成において、保育所・幼稚園等と連携した割合 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ７)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／Ｂ％ 
評点 

66.3% 83.0% 85.0% 97.6% ４ 

【指標の分析】 

基準値を上回ったものの、目標値に達しなかった。 

市町村や学校、園への訪問支援、オンライン講座による研修機会の提供などの取組によ

り、一定の成果はあったものの、スタートカリキュラムの編成を含めた「幼保小の架け橋

プログラム」に対する市町村や学校の理解が不十分であることや、プログラムの推進に向

けて市町村の体制が整っていないこと等の理由により目標値に達しなかったと考えられ

る。 

 今後は、訪問研修支援や市町村の架け橋期のコーディネーターの養成等を通して、架け

橋期の教育の理解促進と市町村の体制整備を図り、幼児教育と小学校教育の円滑な接続を

目指す。 

 

８ 豊かな心、倫理観、規範意識などをはぐくむ教育の推進 

（１）道徳教育・体験活動・情操教育の推進 

指標名 自然体験活動や社会体験活動などの実施校（小・中学校） 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ７)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／Ｂ％ 
評点 

97.0% 100% 100% 100% ５ 

【指標の分析】 

全ての小・中学校で実施され、目標値を達成した。 

 小学校では、花や野菜などの栽培活動や県内の青少年教育施設を活用した自然体験活動

が実施され、中学校では、職場体験活動などの社会体験活動が実施された。 

 

 

 



（２）いじめをしない、見逃さない、許さない意識の醸成 

指標名 「いじめはどんなことがあってもいけない」と考える児童生徒の割合 

（小・中学校） 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ７)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／Ｂ％ 
評点 

小 97.9% 

中 97.0% 

小 97.8% 

中 96.4% 

小 100% 

中 100% 

小 97.8% 

中 96.4% 

４ 

４ 

【指標の分析】 

実績値は高水準を維持しており、概ね目標値を達成した。 

「いじめ見逃しゼロスクール」「いじめ見逃しゼロキャラバン」「いじめ見逃しゼロ県民

運動」に取り組んだこと等により、「いじめはどんなことがあってもいけない」との考えが

児童生徒に定着していると考えられる。 

今後も、「いじめ見逃しゼロ県民運動」を引き続き実施するとともに、学級内の親和的な

関係を構築するためのプログラムの実践を推進し、心理的安全性の高い集団形成に取り組

むことにより、いじめ防止等の意識の定着に努める。 

 

（３）人権教育、同和教育の推進 

指標名 現地研修会実施率（人権教育、同和教育） 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ７)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／基準値％ 
評点 

小学校 27.8% 

中学校 32.9% 

高等学校 32.6% 

46.7% 

49.4% 

51.1% 

増加させる 

168.0% 

150.2% 

156.8% 

５ 

５ 

５ 

【指標の分析】 

 基準値に比べて全体で約 18％増加し、目標値を達成した。 

 人権教育、同和教育の一層の推進に関する通知を発出し、教職員研修の充実や行政及び

人権団体等が主催する各種研修会等への積極的な参加を促したためと考えられる。 

指標名 外部講師による講話、講義の実施率（小・中学校） 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ７)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／Ｂ％ 
評点 

小学校 48.1% 

中学校 47.9% 

68.8% 

62.2% 

小学校 52% 

中学校 52% 

132.3% 

119.6% 

５ 

５ 

【指標の分析】 

 基準値に比べて全体で約 18％増加し、目標値を達成した。 

 人権教育、同和教育の一層の推進に関する通知を発出し、差別の現実に学び差別を他人

事とせず、自分自身の問題として受け止める指導に取り組むよう、学校へ促したためと考

えられる。 

 

  



（４）郷土への貢献意欲を高める教育の推進 

指標名 ふるさとへの愛着や誇りをはぐくむ体験活動（ふるさと学習、地域でのボランテ

ィア活動等）を実施した小・中学校の割合 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ７)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／Ｂ％ 
評点 

小学校 97.9% 

中学校 93.4% 

95.9% 

92.1% 
100% 

95.9% 

92.1% 

４ 

４ 

【指標の分析】 

基準値を下回り、目標値に達しなかった。 

 新潟県教育振興基本計画の【めざす人間像】に『ふるさとへの愛と誇りを胸に』を掲げ、

市町村教育委員会や各学校に対し郷土への貢献意欲を高める教育を推進してきたことで、

高水準を維持しているものの、地域人材・指導者・受入体制の不足、他の教育活動との時

間調整等の課題がある。 

 今後は、社会とつながる学習が実践されるよう、すべての学校における総合学習などの

教育活動に工夫を促す必要がある。 

指標名 地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがある児童生徒の割合 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ７)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／Ｂ％ 
評点 

小学校 59.6% 

中学校 50.6% 

83.0% 

77.3% 

小学校 70% 

中学校 60% 

118.5% 

128.8% 

５ 

５ 

【指標の分析】 

 基準値に比べて約 25％増加し、目標値を達成した。 

 「新潟県の仕事人」動画※１、「夢サポート」動画※２をキャリア教育情報発信サイトに掲

載し、７月の「夢創造、ナビゲーション月間」において、各学校や市町村教育委員会へキ

ャリア教育に関する動画の活用やワークシートの使用例を周知し、実践したことで、児童

生徒の勤労観・職業観や地域への貢献意欲の醸成につながったものと考えられる。 

※１ 「新潟県の仕事人」動画：新潟県内で活躍する様々な方へインタビューを行い、仕事内容だけで

はなく、働くことの意義、ふるさとへの思い、様々な経験を語る動画 

※２ 「夢サポート動画」：中学生が職場を訪れ、見学や体験、働く人へのインタビューを通じて、感じ

たことを語る動画 

 

  



９ 健康でたくましい心身をはぐくむ教育の充実 

指標名 新潟県体力テストの平成 30 年度の本県平均値を上回った項目数 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ７)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／Ｂ％ 
評点 

小学校 0/64 

中学校 7/48 

高等学校 19/48 

H30年度の本県平均値

を上回った項目数 

小学校  6/64 

中学校 15/48 

高等学校 15/48 

H30年度の本県平均値

を上回った項目数 

新潟県体力テストの

H30年度の本県平均値

を上回った項目数を

対象項目数の50%以上

とする 

小学校 32 項目以上 

中学校 24 項目以上 

高校 24 項目以上 

小学校 18.8% 

中学校 62.5% 

高等学校 62.5% 

 

 

１ 

１ 

１ 

【指標の分析】 

指標の実績値は、全体として基準値を上回ったものの、目標値には達しなかった。 

一方で、これまで体力向上に関する取組を継続的に進めてきたことで、「令和７年度 全

国体力・運動能力、運動習慣等調査」では、本県児童生徒の体力合計点は、小・中学校の

男女ともに全国上位を維持している。（小学５年男子６位・女子７位、中学２年男子５位・

女子７位） 

 今後、体力合計点と相関が高いとされる、「運動やスポーツをすることが好き」「体育の

授業が楽しい」と感じる児童生徒を増やしていくための授業改善や「１学校１取組」※の充

実を図るなど、中長期的な体力向上の取組を推進する必要がある。 

※ １学校１取組：各学校が、前年度の体力テストの結果を分析し、体力・健康面における課題を明確

にした上で、改善に向けた重点的な取組内容を設定し実践する取組。 

指標名 朝食を欠食する児童の割合（小学６年生） 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ７)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

(100-A)/(100-B)％ 
評点 

3.6% 4.6% 0% 95.4% ４ 

【指標の分析】 

指標の実績値は、基準値を下回り、目標値に達しなかった。 

栄養教諭や管理職等を対象とした各研修において、朝食欠食率の改善に向けた働きかけ

を行うとともに、各学校の「グランドデザイン」や「食に関する指導の全体計画」に朝食

摂取等について記載し、食育について啓発してきた。その結果、食育が全校体制で取り組

まれており、朝食欠食率も全国平均（R7：6.3％）より低い水準となっている。 

しかし、近年は食を取り巻く社会環境や、家庭の食生活の在り方が変化してきているこ

とから、数値が改善できていないと考えられる。 

今後も、栄養教諭等の専門性を生かしながら、全教職員が連携・協力して指導できる体

制を整え、「早寝・早起き・朝ごはん」運動の継続的な推進等を図っていく必要がある。 

 

  



10 家庭や地域と連携した魅力と活力ある学校づくりの推進 

（１）義務教育段階での取組 

指標名 「学校生活が楽しい」と思う児童・生徒の割合（小・中学校） 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ６)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／Ｂ％ 
評点 

84.9% 87.4% 91.5% 95.5% ４ 

【指標の分析】 

基準値を上回ったものの、目標値には達しなかった。 

 管理職等対象研修会（地域と学校の協働・連携に係る研修会）等の取組により、各学校

では家庭や地域と連携・協働した取組や地域の特色を生かした取組が推進されつつあるも

のの、一部の学年のみにとどまり全校体制となっていないなど、取組が十分ではないこと

が理由と考えられる。 

今後も引き続き、学校と地域の連携・協働体制の構築に向けて、地域とともに歩む学校

づくりを支援していく。 

 

（２）高等学校教育段階での取組 

指標名 「進路実現に学校は役に立っている」と感じている生徒の割合 

（高校：全日制・定時制２年生、中等教育学校：５年生）【再掲】 

基準値 

(Ｒ３) 

実績値 

(Ｒ７)Ａ 

目標値 

(Ｒ７)Ｂ 

達成率 

Ａ／Ｂ％ 
評点 

71.4% 73.5% 76.0% 96.7% ４ 

【指標の分析】 

指標は、基準値からは増加したものの、目標値には達しなかった。 

特色ある学科・コースに対し、継続的に活動支援を行っているほか、学校と地元自治体

等との連携・協働した体制構築に係る取組を行う学校や学校間連携のモデル構築に取り組

む学校への支援などを行い、生徒が多様な価値観に触れながら学びを充実させる機会を創

出しており、各校における特色ある取組が当指標の高さに寄与していると考えられる。 

学校の小規模化が進む中にあっても、多様な他者とかかわる学習機会を確保するため、

地域と連携した探究的な学びを推進するなど、各学校の状況を踏まえた魅力と活力ある学

校づくりを進め、各高校の取組が生徒一人一人の進路実現に着実に結びつくように取り組

んでいく。 

また、今後は、令和７年３月に公表した「県立高校の将来構想」に基づき、少子化が進

む中にあっても、生徒・保護者から選ばれる学校づくりを進めるとともに、「Ｎ-Ｅ.Ｘ.Ｔ.

ハイスクール構想」に係る国の事業などを最大限に活用しながら教育の質の維持・向上を

図っていく。 

 


